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直近5事業年度における主要な業務の状況を示す指標
（単位：億円）

項　目 2014年度 2015年度
経常収益

経常利益

基礎利益

当期純利益

総資産

　 うち特別勘定資産

責任準備金残高

貸付金残高

有価証券残高

資本金

発行済株式の総数

ソルベンシー・
マージン比率

保有契約高

　 個人保険

　 個人年金保険

　 団体保険

団体年金保険
保有契約高

従業員数

逆ざや額

実質純資産額

7,962　
506　
590　

99　
74,336　

5,516　
62,021　
14,226　
52,087　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

812.4%

364,288　
204,134　

24,344　
135,809　

8,275　

10,078名
462　

9,918　

9,150　
418　
316　
203　

70,955　
3,498　

60,440　
13,018　
51,008　

1,672　

597,273千株
（注）2

833.6%

357,594　
196,035　

22,935　
138,623　

8,150　

10,340名
426　

11,854　

（注）1

（注）4

（注）5

（注） 資本金とは別に資本準備金を計上しています。
当社は、2015年12月29日付で日本生命保険相互会社からの転換請求に基づき、当社のA種株式及び潜
在株式であるB種株式のすべてを取得し、普通株式を交付したため、普通株式の発行済株式数が
318,739,436株、A種株式の自己株式の株式数が911,879株、B種株式の自己株式の株式数が
600,000株増加しました。
その後、2016年3月29日開催の取締役会決議により、自己株式をすべて消却しました。
当社は2016年4月19日付で普通株式597,273,409株を10,000株とする株式併合を行っています。
個人年金保険の保有契約高については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と、
年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものです。
団体年金保険保有契約高については、責任準備金の金額です。

2012年度 2013年度

8,828　
383　
516　
129　

72,228　
5,903　

61,982　
15,808　
48,970　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

648.5%

375,077　
214,472　

24,191　
136,414　

8,199　

10,247名
486　

7,095　

9,557　
266　
529　

88　
72,291　

6,572　
62,453　
16,751　
47,951　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

601.3%

389,331　
228,912　

25,370　
135,048　

8,205　

11,539名
530　

6,925　

2016年度

7,736
579
524
301

70,958
2,831

59,750
11,989
52,534

1,672

10,000株
（注）3

914.5%

348,513
187,359

22,021
139,132

8,227

10,342名
378

11,069
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三井生命の概要（2017年3月末現在）

三井生命の経営理念

正 式 名 称

創 業
本 店 所 在 地

代表取締役社長
従 業 員 数
営 業 拠 点 数

三井生命保険株式会社

MITSUI LIFE INSURANCE COMPANY LIMITED
1927年3月5日
〒100-8123
東京都千代田区大手町2-1-1
TEL 03-6831-8000（代表）
有末　真哉

10,342名（うち営業職員7,390名）
支社 63、営業部・営業室 443

総 資 産
保険契約準備金
（うち責任準備金）
資 本 金
経 常 収 益
経 常 費 用
保 有 契 約 高
個 人 保 険
個 人 年 金 保 険
団 体 保 険
団 体 年 金 保 険

7兆   958億円
6兆   759億円

（5兆9,750億円）
1,672億円
7,736億円
7,156億円

18兆7,359億円
2兆2,021億円

13兆9,132億円
8,227億円

　相互扶助の精神に基づく生命保険事業の本質を自覚し、その社会的責任を全うするため、卓抜し
た創意とたくましい実践をもって盤石の経営基盤を確立し、会社永遠の発展を期することを決意
して、ここに経営理念を定める。

1.社会の理解と信頼にこたえる経営を力強く推進し、国民生活の福祉向上に寄与する。

1.まごころと感謝の気持をもって、常に契約者に対する最善の奉仕に徹する。

1.従業員の能力が最高に発揮できるようにつとめるとともに、その社会生活の安定向上をはかる。

代表取締役社長

有末　真哉
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直近5事業年度における主要な業務の状況を示す指標
（単位：億円）

項　目 2014年度 2015年度
経常収益

経常利益

基礎利益

当期純利益

総資産

　 うち特別勘定資産

責任準備金残高

貸付金残高

有価証券残高

資本金

発行済株式の総数

ソルベンシー・
マージン比率

保有契約高

　 個人保険

　 個人年金保険

　 団体保険

団体年金保険
保有契約高

従業員数

逆ざや額

実質純資産額

7,962　
506　
590　

99　
74,336　

5,516　
62,021　
14,226　
52,087　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

812.4%

364,288　
204,134　

24,344　
135,809　

8,275　

10,078名
462　

9,918　

9,150　
418　
316　
203　

70,955　
3,498　

60,440　
13,018　
51,008　

1,672　

597,273千株
（注）2

833.6%

357,594　
196,035　

22,935　
138,623　

8,150　

10,340名
426　

11,854　

（注）1

（注）4

（注）5

（注） 資本金とは別に資本準備金を計上しています。
当社は、2015年12月29日付で日本生命保険相互会社からの転換請求に基づき、当社のA種株式及び潜
在株式であるB種株式のすべてを取得し、普通株式を交付したため、普通株式の発行済株式数が
318,739,436株、A種株式の自己株式の株式数が911,879株、B種株式の自己株式の株式数が
600,000株増加しました。
その後、2016年3月29日開催の取締役会決議により、自己株式をすべて消却しました。
当社は2016年4月19日付で普通株式597,273,409株を10,000株とする株式併合を行っています。
個人年金保険の保有契約高については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と、
年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものです。
団体年金保険保有契約高については、責任準備金の金額です。

2012年度 2013年度

8,828　
383　
516　
129　

72,228　
5,903　

61,982　
15,808　
48,970　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

648.5%

375,077　
214,472　

24,191　
136,414　

8,199　

10,247名
486　

7,095　

9,557　
266　
529　

88　
72,291　

6,572　
62,453　
16,751　
47,951　

1,672　
（普通株式：

295,807千株）
（A種株式：

1,084千株）
（B種株式：

600千株）

601.3%

389,331　
228,912　

25,370　
135,048　

8,205　

11,539名
530　

6,925　

2016年度

7,736
579
524
301

70,958
2,831

59,750
11,989
52,534

1,672

10,000株
（注）3

914.5%

348,513
187,359

22,021
139,132

8,227

10,342名
378

11,069
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契約の状況
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資産・負債等の状況
収支の状況
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三井生命の概要（2017年3月末現在）

三井生命の経営理念

正 式 名 称

創 業
本 店 所 在 地

代表取締役社長
従 業 員 数
営 業 拠 点 数

三井生命保険株式会社

MITSUI LIFE INSURANCE COMPANY LIMITED
1927年3月5日
〒100-8123
東京都千代田区大手町2-1-1
TEL 03-6831-8000（代表）
有末　真哉

10,342名（うち営業職員7,390名）
支社 63、営業部・営業室 443

総 資 産
保険契約準備金
（うち責任準備金）
資 本 金
経 常 収 益
経 常 費 用
保 有 契 約 高
個 人 保 険
個 人 年 金 保 険
団 体 保 険
団 体 年 金 保 険

7兆   958億円
6兆   759億円

（5兆9,750億円）
1,672億円
7,736億円
7,156億円

18兆7,359億円
2兆2,021億円

13兆9,132億円
8,227億円

　相互扶助の精神に基づく生命保険事業の本質を自覚し、その社会的責任を全うするため、卓抜し
た創意とたくましい実践をもって盤石の経営基盤を確立し、会社永遠の発展を期することを決意
して、ここに経営理念を定める。

1.社会の理解と信頼にこたえる経営を力強く推進し、国民生活の福祉向上に寄与する。

1.まごころと感謝の気持をもって、常に契約者に対する最善の奉仕に徹する。

1.従業員の能力が最高に発揮できるようにつとめるとともに、その社会生活の安定向上をはかる。

代表取締役社長

有末　真哉




